
令和７年度　 【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学校名

本部名 手稲中央小☆こども未来応援団

代表者 駒ケ嶺　智史 （元手稲中央おやじの会会長/地域学校協働活動推進員）

構成

合　計 25 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 19 名 学　校 4 名 校長、教頭、教職員、事務員

ＰＴＡ 1 名 会長 その他 1 名 CSマイスター

1 名 元手稲中央おやじの会会長

会議開催 3 回 開催月 4月、11月、3月

手稲地区青少年育成委員会1、富丘西宮の沢青少年育成委員会1、手稲

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ｰ

手稲中央小学校 【手稲区】

No
実施日
※2

分野：◎主・○従

活動名 活動実施状況
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教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1

5/2

◎ ○

昨日までの自分を超え
ろ！速く走るための集中
トレーニング 104 0 2 1 0 4

(金)
グラウンド A-bank北海道：仁井　有介コーチ他

2

5/16

○ ◎

校区探検「植物＆スズラ
ン探索」講義

３年生総合の時間に実施。学校近隣の富丘西公園に
生息し、校歌にもなっている日本スズランについ
て、生態や生息地に関する歴史を学び、次回の校区
探検への予習とした。 97 0 1 1 0 4

(金)
視聴覚室 笠　康三郎

3

5/23

○ ◎

校区探検「植物＆スズラ
ン探索」

97 0 0 1 6

(金)
富丘西公園 ＰＴＡ、富丘西宮の沢/手稲地区青少年育成委員会

4

5/31

◎ ○

みんなの居場所　小学校
で遊ぼう！「世界でひと
つだけのプラ板キーホル
ダーつくり」 35 3 4 1 0 1

(土)
視聴覚室 手稲地区子ども会育成連合会

5

6/5

○ ◎

５年生　我ら「手稲山探
検隊」講座

104 0 2 1 0 1

(木)
視聴覚室 やまなみ手稲

6

6/10

◎ ○

野球体験＆ボールの投げ
方教室

11 0 1 0

(火)
グラウンド 元プロ野球選手、手稲ヤングスターズコーチ

7

6/14

◎ ○

我ら「手稲山探検隊」

3 5 6 1 5 0

(土)
手稲本町市民の森 やまなみ手稲

8

6/18

○ ◎

ていねのまちをたんけん
しよう「手稲本町商店街
インタビュー」２年生 111 0 1 0

(水)
手稲本町商店街 手稲本町商店街13店舗

9

6/20

○ ◎

あぶない場所を見つけ出
せ！「安全マップを作ろ
う」３年生 97 0 0 1 0

(金)
学校周辺地域

PTA、手稲地区青少年育成委員会、富岡・西宮の沢
地区青少年育成委員会、富丘児童会館

10

6/24

○ ◎

「ていね夏あかり　提灯
つくり」お手伝い　４年
生/あすなろ学級
（全２回） 97 0 0 0 0

(火)
体育館 ー

11

7/16

○ ◎

あぶない場所を見つけ出
せ！「安全マップを作ろ
う」発表会３年生 97 0 0 1 0

スタッフ

14

10 20

13 27

26

14

26

５年生を対象に運動会に向けた走り方教室を実施。プロの
アスリートから、実践を交えて速く走るコツを学んだ。ア
ンケート結果から、足が速くなった、とてもわかりやす
かった等、子どもたちの満足度の高い大盛況な学習の機会
となった。

前回の講義で予習した知識をもとに、実際のスズラン群生
地である富丘西公園を探検。地域の見守り協力隊ととも
に、実際のスズランだけでなく様々な植物を見て、これま
での学びを形とすることができた。

運動会後に子どもたちを集め、子ども会とともに実施。そ
れぞれが好きなイラストをプラ板に書き、ストラップやリ
ングを飾るなどして楽しんだ。オーブントースターで熱す
ることでプラ板が小さく硬く変化することに驚く様子も見
られた。

自分たちの身近にある手稲山の生い立ちや自然など講師を
招いて学んだ。事前に手稲山植物図鑑をもとに予習を行
い、講師の話を聞いたことで、普段知ることのできない山
の木や植物のことを深く知ることができた。

元プロ選手の指導の下、大変な盛り上がりでボールの投げ
方教室を実施することができた。その後、地域の少年団の
協力のでティーバッティングを行い、野球体験をした。当
日は短縮授業の午後、放課後での実施となり、参加者のみ
ならず、教員への負担も軽減できた。

自分たちの身近にある手稲山の生い立ちや自然など講師を
招いて学んだ。事前に手稲山植物図鑑をもとに予習を行
い、講師の話を聞いたことで、普段知ることのできない山
の木や植物のことを深く知ることができた。

グループごとに地域の店舗を回り、お店の人にインタ
ビューをして質問に答えていただいた。子どもたちは初め
てのインタビューだったが、お店の人がやさしく丁寧に対
応してくださり、楽しく時間内にお店を回ることができ
た。

グループごとに校区内の「危ない場所」を予想し、実際に
現地に行って写真を撮ったりしながら「安全マップ」づく
りをした。子どもたちはグループに付き添ってくれた保護
者からのアドバイスに耳を傾け一生懸命に記録する姿も見
られた。

北海道科学大学の学生にお手伝いを頼み、「ていね夏あか
り」の提灯づくりに挑戦した。５・６年生は自力で、あす
なろ学級の子どもたちは学生の優しい支援をいただきなが
ら真剣な表情で提灯づくりに取組んでいた。

グループごとに校区内の「危ない場所」を予想し、実際に
現地に行って写真を撮ったりしながら「安全マップ」づく
りをした。子どもたちはグループに付き添ってくれた保護
者からのアドバイスに耳を傾け一生懸命に記録する姿も見
られた。
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(水)
体育館

PTA、手稲地区青少年育成委員会、富岡・西宮の沢
地区青少年育成委員会、富丘児童会館

12

7/30

◎

夏休み特別企画　学校で
勉強しよう！＆漢検勉強
会（全２回） 80 4 1 1 2 0

(長)
パソコン教室 元校長

13

9/2

○ ◎

着衣水泳（６年生）

105 5 5 1 0 4

(火)
学校プール NASスポーツクラブ、海上保安庁

14

10/9

◎ ○

プロに学ぶ「声って楽器
が好き！みんなで楽しい
声の出し方レッスン」３
，６年生 203 9 1 1 0 4

(木)
視聴覚室 札響合奏団：芳野　直美

15

10/10

○ ◎

総合的な学習の時間『手
稲のお祭り新聞を作ろ
う』３年生 97 0 3 1 0 4

(金)
手稲神社 手稲神社、手稲本町商店街、地域人材

16

10/15

○ ◎

総合的な学習の時間「て
いねっていいね」福まち
サロンさんとのふれあい
交流会５年生 104 3 1 1 4

(水)
体育館 手稲区社会福祉協議会、福祉のまち推進センター

17

11/8

◎

手稲中学校区コミュニ
ティ・スクール「防災体
験キャンプ」 35 3 1 9 3

(土)
手稲中体育館 防災したっけ

18

11/15

○ ◎

手稲中央おやじの会ドッ
ジボール大会

75 3 1 4 0

(土)
学校体育館 手稲中央おやじの会

19

11/26

◎ ○

開放図書館　森のすず　
秋のおたのしみ会「祝☆
図書館開館10周年」 100 0 5 0 0 1

(水)
学校図書館 開放図書館ボランティア

20

12/3

○ ◎

総合的な学習の時間「手
稲のお祭り新聞を作ろ
う」壁新聞発表会（３年
生） 97 0 0 1 4

(水)
体育館

PTA、手稲地区青少年育成委員会、富丘・西宮の沢
地区青少年育成委員会等

21

12/9

○ ◎

総合「つながるっていい
ね」キャリア教育「自己
の将来の生き方」（全３
回） 324 0 3 0 4

(火)
教室 PTA、民間、行政

22

12/20

○ ◎

第４回手稲中央小学校杯
「雪合戦」

25 5 7 1 1 0

(土)
体育館 札幌市子ども会育成連合会手稲区支部

23

1/21

○ ◎

プロに学ぶ「声って楽器
が好き！芳野先生の卒業
ソングレッスン」６年生
（全２回） 108 0 1 0 1 0

(水)
視聴覚室 芳野　直美

24

1/24

○ ◎

小学校グラウンドでス
キーレッスン

29 0 1 0 0

(土)
学校グラウンド 退職校長

10
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夏休み期間中に、学校に持参したドリルやテキストに取組
んだり、宿題で分からないことは先生に聞いたりするなど
集中して取組む姿が見られた。また、漢字検定勉強会では
本番形式での模擬試験に挑戦し、本番に向けての意欲を高
める子どもの姿もあった。

スポーツクラブや海上保安庁の職員を講師に招いて、水難
事故に巻き込まれた時の対応を、潜る・浮く練習、ペット
ボトルで浮く練習、具体的な事故対応の話に分けて学ん
だ。子どもたちは最後まで真剣な表情で活動に取組み、命
につながる大切な技術を学んでいた。

３年生と６年生に学習発表会で発表する楽曲の歌い方を札
響の専門家に指導していただいた。子どもたちは気持ちを
込めることや声の抑揚についての指導を受け、練習した自
分たちの成果を実感することができた。

学校周辺の商店街・神社・町内会行われている祭りや盆踊
りなどに携わる方々の取材やインタビューを通して歴史を
積み上げてきた地域、それを支えてきた人々に対する思い
を高め、地域への愛着醸成につながった。

福まちサロンの高齢者との交流を５年生が３グループに分
かれて行った。懐かしの昭和クイズ、踊りと歌、伝言ゲー
ムなど児童とサロンの方々は笑顔いっぱいで交流すること
ができた。

暖房を切った体育館で実際に避難所体験をしてその課題を
明確にし、備えることを目指した取り組み。本番に備えた
体験ができたので大変有意義だった。手稲中学校区は1中3
小の地区であるため、様々な関係者との連携が課題とな
る。

参加した児童でチームを作り、全17試合、最後には大人も
一緒に1試合実施することができた。普段学校生活の中では
体験できない全力全開の体育館活動で、参加者は思い切り
楽しんでいる様子であった。事後アンケートでも満足の声
が多数あった。

中休みと昼休みを活用した児童の居場所づくりを図るとと
もに、図書館への更なる愛着を図るための活動。参加した
児童は読み聞かせを聞いた後、開館10周年を記念した大き
な誕生日ケーキにメッセージカードを貼り付けて図書館へ
の感謝の気持ちを伝えていた。

事前に取材した地域のお祭りについて各グループごとに壁
新聞を作り、発表会を実施。相手に分かり易く伝える工夫
を凝らし発表するとともに、発表を聞く児童も自分たちの
取材先とは違う内容で、最後まで集中して聞くことができ
た。

全16業種の方々に講師になってもらい、事前に専門家から
働くことの価値やインタビューの仕方について学んだ児童
が3日間で9つの講義を受けた。児童はそれぞれの仕事につ
いて学ぶだけでなく、自分の生活や学習を見直すきっかけ
にもなり、貴重な体験となった。

１～６年生の学年混合チームに分かれて総当たりで雪合戦
を行った。子どもたちにとっては慣れないスポーツであっ
たが次第に慣れてチームワークを高め、汗だくになって楽
しんでいた。

6年生を対象に卒業式や感謝の集いで歌う合唱曲の歌い方に
ついて指導していただいた。前回のレッスンに続いて講師
の明るい雰囲気で正確な音程や抑揚、歌い方を学ぶことが
でき、子どもたちは自信をもって歌うことができるように
なっていった。

最初はスキーを履いて山登りができなかった児童も慣れ、
列に並んで登り、滑ることまでできるようになった。ま
た、徐々に転ぶ回数も少なくなっていった。保護者ボラン
ティアが転んだ児童をサポートするなどし、円滑に進行で
きた。



25

2/14

◎ ○

冬の手稲山麓探検

2 0 4 1

(土)
手稲山登山口入り口 やまなみ手稲

26

2/25

○ ◎

みんなにやさしいまち手
稲「ていね雪灯かり」

103 0 0 1 3 4

(水)
学校グラウンド 地域人材

実施回数 合計 30 回 （分野分類）
◎主

○従

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計 2,340 93 94 24 195 48

教育課程
外

教育課程
内

参加者は周囲の自然に目を光らせながら雪山を行進し、動
物の足跡などを発見して楽しんだ。目的地の登山口入口は
長い斜路となっていたため普段では体験できない長い距離
をソリで滑って楽しむことができた。自然の木々と雪遊び
を満喫することができた。

福祉の学習を生かし地域のために自分たちにできることを
考える活動。メッセージを書いた滑り止め用の砂を地域に
配置したり、企画した「ていね雪灯り」（スノーキャンド
ル点灯式）の開催周知ポスターを作って地域のお店に掲示
する等、当日はたくさんの方々に喜んでもらえた。

学習支援 3 回　・　体験活動 6 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 3 回　・　学校支援 18 回

学習支援 2 回　・　体験活動 7 回　・　地域交流 16 回　・　体力健康 3 回　・　学校支援 0 回
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